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平成30年度京都大学・DAADパートナーシップ・プログラム 
DAAD-Kyoto University Partnership Programme towards SDGs 2019-2020

申請書/Detailed description of the project
※注釈文・例示（ピンク文字）は申請時には削除してください。

※A4サイズ4枚以内で記載してください。フォントは明朝体を基本として11ポイント。
【応募者ECR/Applicant】※注１
氏名(name)：　　　
所属部局(affiliation)：　　　
職名(Title)：　　　
電話番号(Tel)：　　　
Email：　　　
【京大側指導教官/Supervisor at Kyoto University】※注2
氏名(name)：　　　

所属部局(affiliation)：　　　
職名(Title)：　　　
電話番号(Tel)：　　　
Email：　　　
　

【独側パートナー（ECR受入れ研究者）/Partner (Host researcher for ECR)】 

氏名(name)：　　　

所属部局(affiliation)：　　　
職名(Title)：　　　
電話番号(Tel)：　　　
Email：　　　
※注１　応募者が博士（後期）課程学生の場合は、指導教官が同意確認にチェックし、指導教官の氏名・所属部局・職名・連絡先を記載して下さい。
申請に関して指導教官の同意を得ている（はい　　・　　いいえ）
※注2　応募者が博士（後期）課程学生の場合のみ記載して下さい
1. 研究課題名 (Title of Research Project)
本プログラムを利用して推進したい研究課題名を日本語と英語で記入下さい。英語の課題名はForm-2（レジュメ）記載のドイツ側パートナーと協議の上統一したものをご記入下さい。
日本語：

English：

2. 研究目的（Collaborative Research Purpose）
応募者が、自身の研究基盤（これまでの個人研究やチーム型研究の成果）に基づいて、本プログラムにより新たに構築するドイツの大学・研究機関・研究グループとの国際研究ネットワークを利用することによって実施しようとする国際共同研究について、その研究目的を記載して下さい。
3. 若手研究者（ECR）派遣の計画と期待する効果 (Plan and expected outcome of sending ECR to the chosen partners)
若手研究者（ECR）が国際共同研究のネットワーク形成の糸口を掴むためにドイツの大学・研究機関・研究グループへ渡航する計画について、その内容を記載して下さい。応募者が所属する研究室の教授等が有するネットワークをさらに発展させる計画であっても構いません。
また、ドイツ滞在期間中の研究推進やネットワーク形成によって得られる、応募者自身が期待する効果、もしくは京大側グループが応募者に対して期待する効果を記載して下さい。
4. 国連の持続可能な開発目標（SDGs）貢献に資する中長期的な国際共同研究の展望 (Future perspective of the project for the long-term cooperation towards SDGs)
2030年のSDGs達成への貢献を見据えて、本プログラムで未来につながる国際共同研究ネットワークをどのように発展させていくかについて、その展望を以下の例１，２も参考にして記載して下さい。SDGsについては下記のURLを参照し、該当する目標番号を明記すること。　（http://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-development-goals/）
（例１）本プログラムでドイツの老化研究拠点である〇〇大学老化研究エクセレンスクラスターのProfessor xxxと申請者のグループが提唱する細胞のがん化に対する防御反応である「細胞老化」を検証する共同研究計画を策定し、老化や癌化を抑制する新たな治療法の開発を目指すことで、SDGsの目標3「すべての人に健康と福祉を」に貢献する。

（例２）2030年頃には日本への移民や国際化が現在より進展する未来社会を見据えて、SDGsの目標4「質の高い教育をみんなに」の達成に貢献するために、移民対策の教育プログラム開発研究を先進的に取り入れているドイツの○○大学のProfessor xxxグループと共同研究ネットワーク形成を進めることで、日本の未来社会に最適な教育手法の研究開発に着手する。
5. 若手研究者（ECR）派遣後のネットワーク形成と発展のフォローアップ計画 (Follow-up plan to develop the mutual network after sending ECR to the chosen partners)
本プログラムの若手研究者派遣を通じて形成される研究ネットワークは、派遣終了後も、その研究グループ間の研究計画への組込、本学の大学院生・若手研究者の育成、外部資金獲得等につなげることが期待されます。2～3年後先を見据えた派遣後のフォローアップの計画を記載して下さい。
6. ＵＲＡに求める研究支援内容 (Request for supports from Kyoto University’s URAs)
本プログラムを利用する若手研究者は、本プログラムの趣旨・目的を達成するために、ドイツの大学・研究機関へ短期（2週間程度）滞在するのに必要な経費支給を受けることができます。さらに、本学の学術研究支援室と欧州拠点ハイデルベルグオフィスに常駐するURAから、派遣先開拓、競争的外部資金獲得支援、学内研究者マッチング等の支援を受けられます。このような、URAから受けることを希望する研究支援の内容について記載して下さい。
7. 経費の内訳 (Cost breakdown)
	費目 (items)
	使途・金額（千円）/content/amount
	備考

Remarks

	派遣旅費
(traveling expenses)
	小計：　　　○○○
	

	その他
（学会・シンポジウム等の参加費）

(registration fee for conference/symposium, etc.)
	小計：　　　○○○
	

	合計　　〇○○〇
	

	予算管理部局
	●●研究科


※採択された場合、記載いただいた予算管理部局への経費の配分を行います。原則として、本申請書に記載した「所属部局」と同じになりますが、複数の所属を持っている場合などはどの部局で管理するか決定のうえ申請願います。不明な場合は所属部局担当事務にお問い合わせください。
